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木更津駐屯地に関する協議会部会の開催結果について 

 

１ 開催日 

令和３年７月２１日（木）  

 

２ 開催場所 

   〇漁業協同組合部会  木更津市役所駅前庁舎 

   〇区長部会        岩根西公民館 

 

３ 議題 

   木更津駐屯地に配備されている航空機の運用に関する懸念事項等について 

 

４ 主な懸念事項と対応方策 

 ※〇部会員の懸念事項、●木更津駐屯地の対応方策 

   （漁業協同組合部会） 

     ① 木更津駐屯地の周辺には、５カ所の潮干狩り場が所在していることから、 

潮干狩り客への安全対策の徹底と騒音などの配慮をして欲しい。 

     ❶ 従来、潮干狩り場上空の飛行は避けており、また、部隊に対して注意喚起

を行っている。一方で、天候等によっては、潮干狩り場上空を飛行する場

合もあるが、安全対策を徹底している。 

  

② 今後、配備機数が増えた場合に、オスプレイは騒音の質が異なるので、騒

音への配慮をして欲しい。 

❷ 騒音値については、CH-47 と同程度ではあるが、音はどうしても出てし

まうことから、最大限配慮する。 

 

③ 夜間の飛行はなるべく控え、騒音への配慮をしていただきたい。 

❸ 操縦士の練度を上げる観点からも、夜間飛行は必要不可欠ではあるが、

騒音には最大限配慮する。 

 

   （区長部会） 

① 夜間飛行に伴う騒音がうるさい。 

❶ 夜間飛行は、オスプレイに限らず、パイロットを養成する上で必要不可欠

なものである。一方で、海側でホバリングを行う、市街地上空を飛行しない

など、地域の方々への配慮に努めている。 

 

     ② 航空機が格納庫前のエプロンでエンジンを始動している際の騒音がうる

さい。 

     ❷ 安全上、格納庫前のエプロンでエンジンを始動しなければならない。航空

機火災が発生した場合に備えて、エプロンの周辺には消化設備が整備され
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ている。また、エンジンを始動させている時間は、機種によっても違うが、市

街地周辺を避けた位置でエンジンを始動させるなど騒音を出さないよう配

慮している。 

 

③ 海上でホバリングを行えないか。 

❸ 飛行場がホバリングを行うことができる構造となっており、そこで訓練を

している。また、海上での訓練は通常ではできない。 

 

④ オスプレイが離着陸訓練を実施する際は、市民が安全で安心となるよう

訓練を実施していただきたい。 

❹ オスプレイの安全性については、１機ずつ受入点検を実施しており、整備

員が部品を一つ一つ点検した後に、操縦士が整備確認飛行を実施している

ことから、安全な機体であると認識している。 

 

⑤ ヒューマンエラーなどオスプレイの安全性への懸念があるが、どのような

安全対策を実施しているのか。 

❺ １機ずつ受入点検を実施し、飛行前、飛行後の点検を実施している。また、

操縦士は、シミュレーター等で訓練を実施し、安全を確認した上で実機での

訓練を実施している。また、ヒューマンエラーは起こりうるものであるが、

オスプレイに搭載されているシステムは、ヒューマンエラーが起きないよう

に高度にシステム化されている。 

         

５ その他 

   （漁業協同組合部会） 

【意見・要望】 

⑴自衛隊機の騒音の苦情について、木更津駐屯地は誠実に対応して欲しい。 

    

【質問】 

※〇質問、●回答  

① 自衛隊機の夜間飛行の具体的な時間帯や教育訓練の内容を知りたい。 

❶ 訓練の内容を公表することによって機体の能力が明らかになってしまうこ

とから、飛行の時間帯について、公表は差し控えたい。以前、夜間にレーザ

ーで照射されたということもあったことから、何時から何時まで飛行すると

明確にお答えすることはできない。一方で、現在、夜間訓練を実施する際に

は、前月の月末にホームページで公表しているため、ご覧いただきたい。 

 

   （区長部会） 

【意見・要望】 

     ⑴陸自オスプレイの暫定配備の反対デモに伴う交通規制で地元は迷惑してい

る。 

     ⑵区長に対し、騒音に関する特段の意見は寄せられていない。 
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     ⑶オスプレイは想定していたよりも静かである。 

     ⑷騒音測定の実施時期を住宅の窓を開けている夏に行うべきである。 

     ⑸防衛省が告示した住宅防音工事の対象区域である第一種区域の範囲の見

直しをして欲しい。 

     ⑹安全性については注意を払っていただいていることは承知しており、命を

かけてやっていただいていることなので、それには感謝している。国の姿勢

として、なにかあった時に国民に隠すのではなく、国民が納得できるような

対応をしていただきたい。 

    

 【質問】 

① 航空機の音がうるさいという苦情があった場合、その情報を市と木更津

駐屯地で共有すべきであると考えるがどうか。 

❶ 今後は航空機運用に関する苦情を情報共有できる体制を整えていくとい

うことで木更津駐屯地と意見が一致したところである。 

 

② 市が行う騒音測定の場所はどこか。 

❷ 毎年、年に１回、旧久津間漁業協同組合において、１１月半ばに１週間かけ

て騒音値を測定している。 

 

③ 米海兵隊 MV-22 オスプレイの定期機体整備に伴う新しい格納庫の完成

時期はいつか。 

❸ 昨年、地質調査を終え、今年度から設計に入り、近々、米海兵隊のために

格納庫が２棟整備されると聞いている。 

 

④ 陸上自衛隊 V-22 オスプレイの教育訓練の一つである射撃訓練はどこで

行うか知りたい。 

❹ 北関東防衛局からは、機銃を使用した訓練は演習場で行い、木更津駐屯地

では行わないと説明を受けている。 

 


